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今
か
ら
８
年
前
の
２
０
１
４
（
平
成

26
）
年
、
そ
れ
ま
で
の
「
亜
急
性
期
入
院

医
療
管
理
料
」
が
廃
止
さ
れ
、新
た
に
「
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
」
が
新
設
さ
れ

た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
厚
生
労
働
省
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
（
以
下
、
地
ケ
ア
）

の
役
割
に
つ
い
て
、「
地
ケ
ア
入
院
料
は
、

急
性
期
治
療
を
経
過
し
た
患
者
及
び
在
宅

に
お
い
て
療
養
を
行
っ
て
い
る
患
者
等
の

受
け
入
れ
並
び
に
患
者
の
在
宅
復
帰
支
援

等
を
行
う
機
能
を
有
し
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
役
割
を
担
う
も
の
で

あ
る
」
と
定
義
。
そ
の
う
え
で
、
①
急
性

期
か
ら
の
受
け
入
れ
（
入
院
患
者
の
重
症

度
、
看
護
必
要
度
の
設
定
な
ど
）
②
緊
急

時
の
受
け
入
れ
（
二
次
救
急
病
院
の
指
定
、

在
宅
療
養
支
援
病
院
の
届
け
出
な
ど
）
③

在
宅
・
生
活
復
帰
支
援
（
在
宅
復
帰
率
の

設
定
な
ど
）
と
い
う
、
３
つ
の
役
割
を
と

り
わ
け
大
き
く
強
調
し
た
。

　

こ
う
し
た
地
ケ
ア
創
設
の
背
景
に
は
、

急
激
に
進
む
社
会
の
高
齢
化
の
な
か
で

の
、
地
域
に
お
け
る
患
者
像
の
変
化
が

あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
協
会
会
長
の
仲
井
培
雄
氏
は
、「
高

齢
で
複
数
疾
患
を
有
し
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
と
栄

養
状
態
、
認
知
機
能
が
低
下
し
、
ポ
リ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
な
り
や
す
く
、
入
院
前

か
ら
継
続
し
て
入
院
中
も
包
括
的
な
生
活

支
援
を
必
要
と
す
る
患
者
が
多
く
な
る
こ

と
。
ま
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し

て
、
社
会
復
帰
を
目
指
す
脳
卒
中
モ
デ
ル

よ
り
も
、
生
活
復
帰
を
目
指
す
廃
用
症
候

群
・
認
知
症
モ
デ
ル
が
主
と
な
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
Ｑ
Ｏ
Ｄ
（quality  

ofdeath

）
の
価
値
観
は
人
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
う
え
、
介
入
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
乏

し
い
た
め
Ａ
Ｃ
Ｐ
（A

dvance Care 

Planning

）
や
多
職
種
協
働
に
よ
る
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
が
必
須
と
な
る
こ
と
が
あ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

以
後
８
年
間
に
わ
た
り
地
ケ
ア
は
、
国

の
地
域
医
療
構
想
に
お
け
る
病
床
数
の「
ワ

イ
ン
グ
ラ
ス
型
か
ら
乳
酸
菌
飲
料
型
へ
」

の
変
化
を
誘
導
す
る
強
烈
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
政
策
を
背
景
に
、
順
次
整
備
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
２
０
２
２

（
令
和
４
）
年
９
月
22
日
時
点
で
の
地
方

厚
生
局
確
認
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
全
国

で
地
ケ
ア
を
算
定
し
て
い
る
医
療
機
関

は
２
７
４
４
病
院
で
、
病
床
数
は
合
計

９
万
９
０
４
３
床
に
ま
で
増
え
て
き
た
。

　

し
か
し
前
回
、
２
０
２
２
年
度
の
診

地
ケ
ア
病
棟
に
与
え
ら
れ
た

３
つ
の
本
来
機
能

２
０
４
０
年
に
向
け
て

地
域
医
療
の
「
核
」
と
な
る
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「地域包括ケア病棟は、2040年に向け
    地域包括ケアシステムの『核』となれるか」

F e a t u r e d  A r t i c l e s

～我が国の「最大で最強の病棟」を目指す地域包括ケア病棟の現状と
2024年同時改定、2040年の着地点を考える～

　2014 年診療報酬改定で創設された地域包括ケア病棟は、8 年以上が経過し、2022 年 9 月 22 日時点で
2,744 病院、99,043 床となっている。そこで、「Vision と戦略」12 月号では、創設当時「ときどき入院、
ほぼ在宅」をスローガンに、我が国最大で最強の病棟、そして地域包括ケアシステムの「核」となることをめ
ざした地域包括ケア病棟の現状の成果や課題を分析するとともに、目前の 2024 年診療・介護報酬同時改定の
方向や、2040 年の着地点を展望し、地域包括ケア病棟のあるべき方向について取材し、とりまとめた。

療
報
酬
改
定
で
は
、
地
ケ
ア
に
関
す
る

施
設
基
準
が
厳
格
化
さ
れ
、
一
般
病
床

で
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
を
算
定

す
る
場
合
、
救
急
告
示
病
院
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
要
件
に
加
わ
り
、
救
急
医
療

の
重
要
性
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
。
加

え
て
地
ケ
ア
の
本
来
機
能
で
あ
る
べ
き

「
急
性
期
後
の
患
者
の
受
け
入
れ
」「
在

宅
患
者
の
入
院
の
受
け
入
れ
」「
在
宅
復

帰
支
援
」
と
い
う
３
つ
の
役
割
も
一
層

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

急
性
期
か
ら
の
受
け
皿
（
ポ
ス
ト
ア

キ
ュ
ー
ト
）
の
み
の
急
性
期
病
院
に
と
っ

て
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
地
ケ

ア
の
増
加
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」

約
８
０
０
万
人
全
員
が
75
歳
以
上
、
つ
ま

り
後
期
高
齢
者
と
な
る
「
２
０
２
５
年
問

題
」
の
年
を
目
前
に
、
少
子
化
に
よ
る
急

速
な
人
口
減
少
と
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
な
る
こ
と
で

高
齢
者
人
口
が
最
大
と
な
る
「
２
０
４
０

年
問
題
」
に
向
け
た
、
わ
が
国
の
医
療
・

介
護
制
度
の
大
き
な
分
岐
点
に
な
る
で

あ
ろ
う
、来
る
べ
き
２
０
２
４
（
令
和
６
）

年
度
医
療
・
介
護
報
酬
同
時
改
定
で
は
、

そ
の
政
策
誘
導
に
よ
り
地
ケ
ア
の
促
進
、

ひ
い
て
は
地
域
医
療
構
想
の
将
来
が
大

き
く
左
右
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

　

17
年
後
の
２
０
４
０
年
に
は
人
口
減
少

が
進
み
、
急
性
期
医
療
の
需
要
は
大
幅
に

減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
し

か
し
一
方
で
、
高
齢
化
は
今
よ
り
も
さ
ら

に
進
ん
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
こ
れ
に
と
も

な
い
在
宅
を
は
じ
め
、
高
齢
者
向
け
の
住

宅
や
介
護
施
設
な
ど
で
療
養
す
る
人
々

は
、爆
発
的
に
増
加
す
る
。
そ
の
時
に「
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
」
と
い
う
名
称
が
、
そ

の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
の
か
定
か
で
は

な
い
。
し
か
し
、
地
ケ
ア
に
求
め
ら
れ
て

い
る
「
急
性
期
後
の
患
者
の
受
け
入
れ
」

「
在
宅
患
者
の
入
院
の
受
け
入
れ
」「
在

宅
復
帰
支
援
」
と
い
う
３
つ
の
役
割
は
、

爆
発
的
に
増
え
た
療
養
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
を
支
え
る
た
め
に
、
必
須
の
存
在

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な

い
だ
ろ
う
。

　

だ
と
す
れ
ば
、
現
在
約
10
万
床
あ
る
地

ケ
ア
が
、
２
０
４
０
年
に
向
け
て
20
万
あ

る
い
は
30
万
床
に
増
床
さ
れ
て
い
る
と
い

う
未
来
図
も
、
け
し
て
絵
空
事
で
は
な

い
。
地
域
に
お
け
る
「
最
大
で
最
強
の
病

棟
」（
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
協
会
・
仲
井
氏
）

と
な
り
う
る
地
ケ
ア
が
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
医
療
に
お
け
る
「
核
」
の
ひ
と
つ
と
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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Part

1

医
療
者
・
有
識
者
と
の
情
報
交
換
を
行
い
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
２
０
２
５
年
に

地
ケ
ア
を
中
心
と
し
た
医
療
介
護
福
祉
の

体
制
構
築
、
２
０
４
０
年
に
地
域
共
生
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
会
員
数
は

今
年
６
月
30
日
現
在
で
正
会
員
が
５
２
８

会
員
、
賛
助
会
員
が
９
会
員
で
す
。

　

現
在
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
ア
カ
デ

ミ
ー
」
を
開
催
し
、
概
論
・
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
対
策
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
、
経
営
、
認
知
症

ケ
ア
、
補
完
代
替
リ
ハ
ビ
リ
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
・

Ｓ
Ｓ
Ｔ
、
在
宅
復
帰
支
援
の
講
座
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
各
講
座
と
も
百
数
十
施
設

が
受
講
し
て
い
る
の
で
、
受
講
者
は
各
施

設
５
～
６
人
と
仮
定
す
る
と
、
受
講
者
数

は
６
０
０
～
７
０
０
人
、
７
講
座
の
累
計

で
は
約
４
０
０
０
人
に
達
す
る
と
推
計
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
年
明
け
に
は
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
協
会
と
合
同
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

■
２
０
１
４
年
に
創
設
さ
れ
た
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
は
、
２
０
２
２
年
８
月
時
点
で

２
７
４
４
病
院
と
う
か
が
い
ま
し
た
。
病

床
数
は
10
万
床
弱
で
す
が
、
こ
の
数
を
ど

う
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

仲
井　

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
以

降
、
病
院
数
は
減
っ
た
り
増
え
た
り
し
て

伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
状
況
と
自

院
の
や
り
た
い
医
療
が
合
わ
な
く
な
っ
た

■
仲
井
先
生
の
ご
経
歴
を
振
り
返
っ
て
い

た
だ
け
ま
す
か
。

仲
井　

１
９
８
５
年
に
自
治
医
科
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
、
舳へ

ぐ
ら
じ
ま

倉
島
診
療
所
長
、

白し
ら
み
ね
む
ら

峰
村
診
療
所
長
、
金
沢
大
学
附
属
病
院

第
２
外
科
入
局
を
経
て
１
９
９
９
年
芳
珠

記
念
病
院
外
科
部
長
、
２
０
０
４
年
に
医

療
法
人
社
団
和わ

ら

に
楽
仁
理
事
長
、
２
０
１
２

年
に
社
会
福
祉
法
人
陽ひ

す
い
す
い

翠
水
理
事
長
、
ほ

う
じ
ゅ
グ
ル
ー
プ
代
表
に
就
任
し
ま
し

た
。
そ
の
後
２
０
１
４
年
に
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
協
会
設
立
と
同
時
に
初
代
会
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
協
会
の
特
徴
、
活
動

内
容
、
会
員
数
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

仲
井　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
協
会
は

２
０
１
４
年
５
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
（
以
下
「
地
ケ
ア
」）
を

育
て
、
趣
旨
に
沿
っ
た
活
用
を
普
及
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
。
全
国
の
医
療
機
関
や
関
係

団
体
と
協
力
し
て
、
地
ケ
ア
の
啓
発
と
質

の
向
上
、
従
事
す
る
専
門
職
の
教
育
研
修
、

ら
、
一
般
急
性
期
や
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
等
に
変
更
し
て
い
る
の

が
実
情
で
す
。
ま
た
今
、
改
定
で
病
床
の

１
０
０
％
を
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
で
使
っ

て
い
る
病
院
は
厳
し
く
な
る
た
め
、
病
床

数
が
２
０
０
強
な
ら
１
９
９
床
に
減
ら
し

た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
構
想
で
、
病
床
構
成
の
基
本

が
２
０
１
０
年
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
型
か
ら

２
０
２
５
年
の
乳
酸
菌
飲
料
型
へ
と
移
行

さ
れ
た
と
き
に
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
24
万

床
が
地
ケ
ア
と
す
る
と
、
も
う
少
し
増
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
国
は
少

し
多
い
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
５
月
、
地
ケ
ア
入
院
基
本
料
１
の

算
定
が
初
め
て
２
を
上
回
り
、
潮
目
が
変

わ
り
ま
し
た
。
多
く
の
病
院
が
自
院
か
ら

の
転
棟
だ
け
で
は
な
く
、
も
う
少
し
バ
ラ

ン
ス
よ
く
し
よ
う
と
先
を
見
始
め
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
在
宅
か
ら

の
直
接
入
院
が
減
る
兆
し
を
感
じ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅
と
介
護
施
設
に
お
け
る

医
療
提
供
の
充
実
や
、
最
新
医
療
へ
の
期

待
感
か
ら
高
度
急
性
期
病
院
を
受
診
す
る

患
者
が
増
え
る
こ
と
で
、
そ
の
分
い
わ
ゆ

る
サ
ブ
ア
キ
ュ
ー
ト
が
細
る
だ
ろ
う
と
。

　

ま
た
、
患
者
に
と
っ
て
初
発
の
脳
卒
中

は
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
が
王
道
で
あ

り
、
要
介
護
者
の
心
不
全
や
誤
嚥
性
肺
炎

は
直
接
在
宅
に
退
院
す
る
傾
向
が
強
く

一般社団法人
地域包括ケア病棟協会
会長

仲井 培雄 氏 
Nakai Masuo

超高齢化のプロセスで
地域包括ケア病棟は要を担う
地域密着型の病院が増える
「地ケアは最大で最強の病棟をめざす」と語る仲井培雄氏。その真意は現時点で最大のシェ
アを占める急性期・回復期病棟であり、２０４０年の地域共生社会に向かうプロセスで要となる
最強の病棟という趣旨である。仲井氏に新たな門出を迎えた地ケアのあり方を聞いた。
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『地域包括ケア病棟は、2040年に向け地域包括ケアシステムの「核」となれるか』
F e a t u r e d  A r t i c l e s特集

て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
「
地
域
密
着
型
」
で
、「
急

性
期
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
」
と
「
ポ
ス
ト
ア

キ
ュ
ー
ト
連
携
型
」
の
ど
ち
ら
で
も
な
い

と
い
う
定
義
で
す
。
１
９
９
床
以
下
が
９

割
で
、
99
床
以
下
が
4.5
割
弱
を
占
め
、
６

割
弱
が
急
性
期
一
般
病
棟
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
病
院
」
は
全
病
棟
病

室
が
地
ケ
ア
の
形
態
分
離
で
、
機
能
分
類

で
は
「
地
域
密
着
型
」
ま
た
は
「
ポ
ス
ト

ア
キ
ュ
ー
ト
連
携
型
」
に
該
当
し
ま
す
。

■
３
つ
の
病
院
機
能
と
地
域
包
括
ケ
ア
病

院
は
ど
の
よ
う
な
構
成
比
率
で
し
ょ
う
か
。

仲
井　

急
性
期
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
が
5.5
割

弱
（
２
５
４
施
設
）、
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト

連
携
型
が
１
割
強
（
55
施
設
）、
地
域
密
着

型
が
3.5
割
弱
（
１
５
６
施
設
）
で
、
ま
だ

急
性
期
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
が
多
い
の
で
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
院
が
78
施
設
で
、
当
然

急
性
期
一
般
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
救

急
を
受
け
て
い
る
病
院
は
結
構
あ
り
ま
す
。

■
２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
様
々

な
要
件
が
厳
格
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
問
題

点
は
何
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

仲
井　

救
急
医
療
と
在
宅
医
療
を
提
供
す

る
体
制
要
件
は
、
２
０
２
１
年
度
ま
で
は

そ
れ
ぞ
れ
「
二
次
救
急
医
療
機
関
ま
た
は

救
急
告
示
病
院
」
の
２
条
件
と
「
在
宅
療

養
支
援
病
院
、
在
宅
療
養
後
方
支
援
病

院
（
年
３
件
の
実
績
）、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
同
一
敷
地
内
に
設
置
」
の
３
条

件
、
合
わ
せ
て
５
条
件
か
ら
１
つ
を
満
た

せ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
。
療
養
病
床
の
地

ケ
ア
は
変
更
な
し
で
し
た
が
、
一
般
病
床

の
地
ケ
ア
は
、
今
改
定
で
救
急
医
療
の
実

施
「
二
次
救
急
医
療
機
関
ま
た
は
救
急
告

示
病
院
」
の
２
条
件
が
必
須
要
件
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
結
果
的
に
在
宅
医
療
の
３

条
件
か
ら
も
１
つ
を
選
ぶ
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、
１
９
９
床
以
下
の
一
般

病
床
の
場
合
、
救
急
医
療
の
実
施
は
「
救

急
外
来
を
有
す
又
は
救
急
患
者
を
24
時
間

受
け
入
れ
て
い
る
」
に
緩
和
さ
れ
て
い
ま

す
。
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
持
た
な

い
２
次
救
急
病
院
が
在
宅
療
養
後
方
支
援

病
院
の
指
定
を
得
る
た
め
に
、
あ
わ
て
て

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
願
い
に
訪
問
し
た
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
も
の
の
敷
地
外
の
場

合
は
悔
し
い
思
い
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
何
度
も
厚
労
省
に
見

直
し
を
掛
け
合
い
ま
し
た
が
、
受
け
入
れ

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
療
養
病
床
の
基
準
で
は
「
救
急

医
療
と
在
宅
医
療
を
提
供
す
る
体
制
等
を

有
し
て
い
る
」
要
件
と
、「
療
養
病
床
の

地
ケ
ア
入
院
料
の
見
直
し
（
95
％
の
算

な
っ
て
い
ま
す
。
自
院
一
般
病
床
か
ら
の

転
棟
割
合
の
制
限
も
拡
大
す
る
た
め
、
ポ

ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
も
減
少
す
る
兆
し
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
様
な
危
機
感
か
ら
、
地

ケ
ア
は
方
向
転
換
に
直
面
し
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

■
こ
れ
か
ら
の
地
ケ
ア
は
ど
う
あ
る
べ
き

だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

仲
井　

２
０
２
２
年
よ
り
前
の
地
ケ
ア

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
や
地
域
医

療
構
想
の
ニ
ー
ズ
を
ご
当
地
ご
と
に
捉
え

た
う
え
で
、
在
宅
復
帰
支
援
機
能
を
基
軸

に
自
院
が
そ
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
て
、

自
院
の
他
病
棟
の
機
能
が
活
き
る
よ
う
に

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
病
棟
で
し
た
。
カ

メ
レ
オ
ン
の
よ
う
に
変
幻
自
在
の
病
棟

だ
っ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
今
お
話
し
し
た
危
機
感
か
ら
、

２
０
２
２
年
以
降
の
地
ケ
ア
を
届
け
出
て

い
る
病
院
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

や
地
域
医
療
構
想
の
ニ
ー
ズ
、人
口
ビ
ジ
ョ

ン
を
ご
当
地
ご
と
に
捉
え
た
う
え
で
、
や

る
べ
き
医
療
の
実
践
と
し
て
総
合
診
療
や

老
年
医
学
の
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
医
師
と
と

も
に
、
急
性
期
後
や
在
宅
療
養
中
の
〝
ｍ

ｕ
ｌ
ｔ
ｉ
ｍ
ｏ
ｒ
ｂ
ｉ
ｄ
ｉ
ｔ
ｙ 

患
者
〟

（
複
数
の
慢
性
疾
患
が
一
個
人
に
併
存
し
て

い
る
状
態
で
あ
り
、
中
心
と
な
る
疾
患
を

特
定
で
き
な
い
状
態
）
を
病
棟
で
受
け
入

れ
る
、在
宅
で
診
る
地
域
診
療
拠
点
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら

に
、
こ
れ
か
ら
の
５
疾
病
６
事
業
、
在
宅

医
療
、
各
診
療
科
の
専
門
的
医
療
な
ど
を

病
院
と
し
て
取
捨
選
択
し
て
や
り
た
い
医

療
を
担
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
見
解
は
私
見
で
は
な
く
、
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
協
会
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ

た
内
容
で
す
。

■
３
つ
の
病
院
機
能
と
地
域
包
括
ケ
ア
病

院
と
い
う
分
類
と
は
？

仲
井　

創
設
し
た
当
時
は
地
ケ
ア
機
能
の

説
明
が
本
当
に
通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
病
棟
機
能
だ
け
を
説
明
し
て
も
だ
め

だ
と
気
付
い
て
地
ケ
ア
を
持
つ
病
院
の
機

能
に
紐
付
け
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

３
つ
の
病
院
機
能
の
一
つ
目
は
「
急

性
期
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
」
で
、
急
性
期

一
般
病
棟
以
上
の
病
棟
を
有
し
、 

施
設
全

体
で
急
性
期
機
能
を
最
も
重
視
し
ま
す
。

２
０
０
床
以
上
か
つ
入
院
料
２
・
４
が
4.5

割
強
を
占
め
て
、
２
割
強
が
Ｉ
Ｃ
Ｕ
等
の

高
度
急
性
期
病
棟
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
「
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
連
携
型
」

で
、
施
設
全
体
と
し
て
、
実
患
者
数
の
概

ね
半
分
以
上
が
他
院
か
ら
の
ポ
ス
ト
ア

キ
ュ
ー
ト
患
者
で
す
。
１
９
９
床
以
下
が

９
割
強
を
占
め
、
4.5
割
が
大
都
市
部
に
開

設
さ
れ
、
６
割
強
が
回
リ
ハ
病
棟
を
届
出
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割
未
満
に
す
る
に
は
一
般
的
に
は
い
わ
ゆ

る
サ
ブ
ア
キ
ュ
ー
ト
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
い
わ
ゆ
る
サ
ブ
ア
キ
ュ
ー

ト
自
体
を
評
価
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え

た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
改
定
内
容
を
見
た

ら
、
非
常
に
複
雑
な
評
価
体
系
に
な
っ
て

い
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
評
価
体
系
の
趣
旨
は
地
ケ
ア
の

評
価
を
進
化
さ
せ
る
方
向
性
と
し
て
は
良

い
と
思
い
ま
す
が
、
２
回
か
３
回
の
改
定

を
経
て
実
施
す
る
こ
と
を
１
回
で
実
施
し

て
し
ま
っ
た
の
で
、
あ
ま
り
に
も
歩
み
が

速
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
や
地

域
医
療
構
想
の
進
捗
を
踏
ま
え
て
、
政
府

か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
き
つ
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

■
こ
れ
ま
で
お
話
し
い
た
だ
い
た
内
容
を

踏
ま
え
る
と
、
地
ケ
ア
の
運
営
は
全
体
的

に
理
想
に
向
か
っ
て
進
ん
で
き
た
と
い
う

評
価
で
す
か
？

仲
井　

そ
の
通
り
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
良

さ
が
評
価
さ
れ
て
い
る
入
院
料
１
と
３
が

増
え
て
い
る
の
で
す
か
ら
。
調
査
で
は
今
後

ど
う
運
営
し
て
い
く
か
も
質
問
し
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
３
月
ま
で
に
実
施
予
定
の
施

策
の
う
ち
、
今
後
の
病
院
全
体
の
各
機
能

に
つ
い
て
、
在
宅
機
能
は
拡
充
が
２
割
弱

と
際
立
ち
、
未
定
未
回
答
で
も
4.5
割
弱
と

伸
び
代
が
多
く
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
急
性

定
）」
を
回
避
す
る
要
件
を
と
も
に
達
成

す
る
条
件
と
し
て
、「
救
急
告
示
病
院 

又

は
二
次
救
急
医
療
機
関
」
の
み
を
満
た
す

か
、「
在
宅
療
養
支
援
病
院
、
在
宅
療
養

後
方
支
援
病
院
（
年
３
件
の
実
績
）、
敷

地
内
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
い
ず
れ

か
１
つ
を
満
た
す
」
か
つ
「
自
宅
等
か
ら

の
受
入
患
者
６
割
以
上
又
は
自
宅
等
か
ら

の
緊
急
の
受
入
３
月
で
30
人
以
上
」
を
満

た
す
こ
と
と
規
定
さ
れ
、
非
常
に
複
雑
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
ケ
ア
は
救
急
医
療
管
理
加
算

の
届
出
が
で
き
な
い
の
で
、
地
ケ
ア
だ
け

の
地
域
包
括
ケ
ア
病
院
は
看
護
師
処
遇
改

善
評
価
料
を
算
定
で
き
ま
せ
ん
。
救
急
管

理
加
算
は
包
括
な
の
に
、
届
出
が
で
き
な

い
た
め
に
看
護
師
処
遇
改
善
評
価
料
を
算

定
で
き
な
い
と
い
う
理
不
尽
な
評
価
体
系

で
す
。
こ
の
問
題
も
厚
労
省
に
説
明
し
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
現
状
を
変
更
し
て

頂
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
協
会
は
２
０
２
２

年
度
診
療
報
酬
改
定
の
影
響
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
ま
し
た
ね
。

仲
井　

一
般
病
床
の
救
急
の
実
施
要
件

達
成
予
定
は
、
全
体
で
は
２
０
０
床
以
上

は
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
達
成
予
定
で
あ
り

病
院
機
能
間
で
は
大
差
が
あ
り
ま
せ
ん
。

１
９
９
床
以
下
は
8.5
割
弱
が
達
成
予
定
で

す
が
、
病
院
機
能
間
で
ば
ら
つ
き
が
あ
り

ま
し
た
。
急
性
期
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
は
9.5

割
強
が
達
成
予
定
で
、
地
域
密
着
型
の
２

割
強
、
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
連
携
型
の
４

割
が
必
須
要
件
未
達
の
予
定
で
す
。
こ
の

調
査
は
今
年
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
実

施
し
て
、
10
月
に
達
成
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
質
問
し
た
の
で
、
実
際
は
改
善
を
し

て
も
っ
と
達
成
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

厚
労
省
も
「
救
急
外
来
を
有
す
」
の
解

釈
は
自
主
的
に
し
て
よ
い
と
い
う
方
針
を

示
し
て
い
ま
す
の
で
。

■
減
算
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

仲
井　

医
療
法
上
の
療
養
病
床
の
地
ケ
ア

病
棟
を
届
け
出
る
病
院
は
1.5
割
弱
の
55
施

設
で
、
減
算
回
避
要
件
達
成
率
は
、
全
体

で
3.5
割
強
の
予
定
で
し
た
。
病
院
機
能
間

で
大
き
な
差
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
自
院
一
般
病
棟
か
ら
の
転
棟
患
者
割

合
要
件
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
２
年
基
準

で
あ
る
２
０
０
床
以
上
の
要
件
で
は
２
割

弱
に
減
算
の
予
兆
が
あ
り
ま
す
。

　

問
題
は
評
価
体
系
が
あ
ま
り
に
も
複
雑

な
こ
と
で
す
。
私
は
厚
労
省
に
対
し
て
複

雑
な
評
価
体
系
に
せ
ず
、
入
院
料
と
管
理

料
が
２
も
し
く
は
４
の
病
院
に
つ
い
て

は
、
自
院
の
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
割
合
が

８
割
以
上
な
ら
減
算
、
８
割
未
満
な
ら
加

算
し
て
は
ど
う
か
と
提
言
し
ま
し
た
。
８

期
と
回
復
期
機
能
は
、
維
持
が
6.5
割
弱
で

し
た
。 

慢
性
期
は
、
維
持
が
５
割
弱
で
し

た
が
、
未
定
未
回
答
も
4.5
割
強
で
し
た
。

　

今
後
の
病
院
機
能
分
類
の
変
化
に
つ
い

て
は
、
２
０
２
２
年
４
月
１
日
現
在
と

２
０
２
３
年
４
月
１
日
以
降
を
比
較
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
0.5
割
強
減
少
す
る
急

性
期
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
と
1.5
割
弱
減
少
す

る
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
連
携
型
に
対
し

て
、
地
域
密
着
型
は
１
割
弱
増
加
す
る
予

想
で
す
。
入
院
料
１
・
３
が
さ
ら
に
増
え

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
、
人
口
が
増
え

て
い
る
地
域
で
は
地
ケ
ア
を
閉
じ
て
急
性

期
に
転
換
す
る
急
性
期
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型

病
院
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
選
択
は
よ
く

理
解
で
き
ま
す
。

　

全
体
を
俯
瞰
す
る
と
、
在
宅
機
能
拡
充

施
設
が
全
体
の
２
割
弱
に
な
り
、
ポ
ス
ト

ア
キ
ュ
ー
ト
連
携
型
と
急
性
期
ケ
ア
ミ
ッ

ク
ス
型
が
減
少
し
、
地
域
密
着
型
が
増
加

す
る
予
定
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
資
す
る
地
ケ
ア
の
機

能
と
病
院
機
能
を
持
と
う
と
す
る
病
院
が

増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

■
地
ケ
ア
の
い
わ
ゆ
る
サ
ブ
ア
キ
ュ
ー
ト

機
能
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
。

仲
井　

必
要
度
の
高
い
急
性
期
疾
患
が
減

少
し
て
い
る
病
院
に
お
い
て
、
平
成
の
７
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が
高
ま
れ
ば
、
遠
隔
で
の
見
守
り
は
増
え

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

も
っ
と
も
２
０
４
０
年
に
は
Ａ
Ｉ
や
ロ

ボ
ッ
ト
が
ほ
と
ん
ど
の
作
業
を
こ
な
す
Ｓ

Ｆ
ア
ニ
メ
の
よ
う
な
世
界
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
な
っ
た
場
合
、
何
の

た
め
に
生
き
る
の
か
、
何
の
た
め
の
介
護

な
の
か
と
い
う
根
源
的
な
問
題
に
直
面
す

る
で
し
ょ
う
。

対
１
受
け
皿
と
し
て
の
地
ケ
ア
は
自
院
ポ

ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
が
メ
イ
ン
で
し
た
。
し

か
し
こ
の
あ
り
方
は
今
で
は
入
院
料
も
初

期
加
算
も
減
算
対
象
で
す
。
し
か
も
転
棟

の
コ
ス
ト
と
し
て
入
院
時
情
報
の
再
収

集
、
申
し
送
り
や
担
送
等
が
発
生
し
、
転

棟
の
リ
ス
ク
も
患
者
と
医
療
者
の
関
係
の

再
構
築
、
診
療
や
看
護
の
継
続
性
の
低
下
、

療
養
環
境
の
変
化
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
要
介
護
高
齢
者
の
割
合
が
増
え

る
病
院
に
お
い
て
、
令
和
の
７
対
１
受
け

皿
と
し
て
の
地
ケ
ア
は
、
い
わ
ゆ
る
サ
ブ
ア

キ
ュ
ー
ト
や
他
院
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
を
受

け
入
れ
れ
ば
入
院
料
は
減
算
を
免
れ
、
初

期
加
算
は
加
算
対
象
に
な
り
ま
す
。
転
棟

の
コ
ス
ト
や
リ
ス
ク
も
な
く
、
い
わ
ゆ
る
サ
ブ

ア
キ
ュ
ー
ト
か
ら
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
を
引
き

続
き
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
仲
井
先
生
は
２
０
２
４
年
度
の
ト
リ
プ

ル
改
定
に
何
を
要
望
さ
れ
ま
す
か
。

仲
井　

改
革
の
歩
み
が
速
す
ぎ
る
の
で
、

率
直
に
いっ
て
、
あ
ま
り
い
じ
ら
な
い
で
い
た

だ
き
た
い
。
た
だ
し
、
医
療
介
護
福
祉
の

連
携
に
お
い
て
、
働
き
方
改
革
や
効
率
化
に

つ
な
が
る
改
定
は
よ
い
と
思
い
ま
す
。

■
地
ケ
ア
拡
充
策
の
当
面
の
着
地
点
を

２
０
４
０
年
に
設
定
し
た
場
合
、
地
ケ
ア

の
シ
ェ
ア
は
ど
う
推
移
し
て
い
く
と
展
望

し
て
い
ま
す
か
。

仲
井　

地
域
医
療
と
は
ア
ウ
ト
カ
ム
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
地
域

共
生
社
会
を
つ
く
る
プ
ロ
セ
ス
で
地
ケ
ア

は
重
要
な
役
割
を
担
い
、
要
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
２
０
４
０
年
に
、
急
性

期
一
般
や
地
ケ
ア
、
療
養
病
床
と
い
う
区

分
が
存
在
し
て
い
る
か
ど
う
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
す
で
に
過
疎
地
で
は
人
口
減
少
で

急
性
期
一
般
の
稼
働
率
が
下
が
り
続
け
て

い
ま
す
。
２
０
４
０
年
に
は
、
東
京
も

人
口
減
に
転
じ
ま
す
が
、
現
在
人
口
減

少
で
地
ケ
ア
が
増
加
し
て
い
る
地
域
は
、

２
０
４
０
年
は
さ
ら
に
医
療
需
要
が
低
下

し
て
い
き
ま
す
。
ど
の
患
者
さ
ん
も
一
つ

の
施
設
に
入
っ
て
、
そ
こ
で
進
化
し
た
在

宅
で
の
医
療
や
介
護
が
提
供
さ
れ
、
重
症

化
し
て
治
療
が
必
要
な
ら
急
性
期
病
院
に

ド
ロ
ー
ン
等
で
送
ら
れ
る
と
い
う
時
代
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
そ
の
一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
で
、

オ
ム
ツ
交
換
と
い
う
行
為
が
不
要
に
な
る
技

術
が
普
及
す
る
こ
と
も
想
定
で
き
ま
す
ね
。

仲
井　

ロ
ボ
ッ
ト
が
オ
ム
ツ
交
換
を
や
れ

ば
人
手
が
離
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

今
の
と
こ
ろ
オ
ム
ツ
交
換
や
食
事
介
助
は

人
手
が
必
要
な
の
で
、
北
欧
の
よ
う
に
こ

の
様
な
介
助
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
は
天

に
召
さ
れ
る
と
き
と
い
う
価
値
観
や
民
意

『地域包括ケア病棟は、2040年に向け地域包括ケアシステムの「核」となれるか』
F e a t u r e d  A r t i c l e s特集

出典：地域包括ケア病棟協会　機能評価委員会作成
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Part

2

院
す
る
と
、
本
人
に
と
っ
て
は
過
剰
な
治
療

が
提
供
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

２
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
地
ケ
ア
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
。
も

と
も
と
亜
急
性
期
病
棟
に
そ
の
役
割
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
様
々
な
理
由
か
ら
地
ケ
ア
に

移
行
し
ま
し
た
。
し
か
し
役
割
は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
難
し
い
課
題
が
地
ケ
ア
に

は
残
って
い
る
の
で
す
。

■
制
度
創
設
か
ら
８
年
が
経
過
し
て
約

９
万
床
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
及
状

況
を
ど
の
よ
う
に
ご
覧
に
な
り
ま
す
か
。

今
村　

急
性
期
病
棟
か
ら
の
転
床
先
で
は

な
く
、
地
域
フ
ォ
ロ
ー
と
い
う
機
能
の
た
め

だ
け
に
使
う
の
が
本
来
の
目
的
と
考
え
ま

す
が
、
そ
れ
は
ま
だ
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

と
く
に
大
都
市
で
は
地
域
フ
ォ
ロ
ー
が
ま
だ

足
り
な
い
の
で
、
大
都
市
に
ど
れ
だ
け
開
設

さ
れ
る
か
が
今
後
の
課
題
で
し
ょ
う
か
。
た

だ
大
都
市
の
病
院
は
利
に
さ
と
い
と
こ
ろ
が

多
い
の
で
、
儲
か
る
ほ
う
に
地
ケ
ア
を
使
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
難
し
い
問
題
で
す
。

■
診
療
報
酬
が
上
が
ら
な
い
経
営
環
境
に

あ
っ
て
、
地
ケ
ア
に
走
る
の
は
自
然
な
流

れ
に
も
見
え
ま
す
。

今
村　

地
ケ
ア
は
院
内
の
急
性
期
か
ら
の

転
床
に
活
用
す
る
と
、
も
の
凄
く
利
ザ
ヤ

が
出
て
儲
か
る
の
で
す
。
誘
惑
に
か
ら
れ
て

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
協
会
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
が
「
最
大
最
強
の
病
棟
」
で

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
核
」
と
い

う
ア
ド
バ
ル
ー
ン
を
上
げ
て
い
ま
す
。
先

生
の
見
方
は
い
か
が
で
す
か
。

今
村　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
は
医
療
と
介

護
を
結
ん
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

核
に
な
って
ほ
し
い
と
心
か
ら
思
って
い
ま
す
。

例
え
ば
脳
卒
中
が
再
発
し
た
高
齢
患
者
を

す
べ
て
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
受
け
き
れ
る
か
と
い
え
ば
受

け
き
れ
ま
せ
ん
。
４
回
目
や
５
回
目
の
再
発

に
対
し
て
血
栓
溶
解
療
法
を
実
施
す
る
か
ど

う
か
は
、
実
施
し
て
ほ
し
く
な
い
患
者
さ
ん

も
い
る
で
し
ょ
う
し
、
も
は
や
実
施
し
て
も

効
果
が
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

地
ケ
ア
が
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
患
者
さ

ん
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
病
棟
に
な
る
と
あ
り

が
た
い
の
で
す
が
、
難
し
い
の
は
、
と
こ
と
ん

延
命
し
て
ほ
し
い
と
望
む
方
が
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
に
入
る
と
、
あ
ま
り
治
療
を
提
供
し

て
も
ら
え
て
い
な
い
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と

で
す
。
ま
た
、
積
極
的
な
治
療
を
し
て
ほ
し

く
な
い
と
望
む
方
が
一
般
急
性
期
病
棟
に
入

地
ケ
ア
を
つ
く
る
の
は
邪
道
だ
と
い
う
理
由

で
、
開
設
し
な
か
っ
た
大
学
病
院
も
あ
り

ま
す
。
現
に
制
度
創
設
の
数
年
後
に
、
国

か
ら
「
大
学
病
院
は
地
ケ
ア
を
開
設
し
な

い
よ
う
に
」
と
い
う
要
請
が
出
ま
し
た
。

　

今
は
「
地
ケ
ア
の
２
分
の
１
以
上
を
院

内
転
床
に
使
わ
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
出
て
い
ま
す
が
、
か
り
に
私
が
民

間
病
院
の
院
長
な
ら
、
儲
か
る
の
で
院
内

転
床
に
使
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
急

性
期
病
棟
に
比
べ
て
利
ザ
ヤ
率
が
５
倍
ぐ
ら

い
上
が
り
ま
す
。
急
性
期
で
治
療
を
し
て
、

あ
と
は
寝
て
い
る
だ
け
で
よ
い
と
い
う
患
者

さ
ん
を
地
ケ
ア
に
送
っ
て
60
日
間
入
院
し
て

も
ら
え
ば
、
凄
く
利
益
が
出
ま
す
。

　

良
い
医
療
を
提
供
し
て
地
ケ
ア
で
経
過

観
察
を
す
れ
ば
儲
か
る
の
で
す
か
ら
、
誘

惑
に
か
ら
れ
る
病
院
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
し
か
し
国
は
困
り
ま
す
。

■
２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
、
在
宅

復
帰
率
や
自
宅
等
か
ら
の
受
入
れ
人
数
な

ど
地
ケ
ア
の
要
件
が
厳
格
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
政
策
転
換
を
ど
う
評
価
さ
れ
ま
す
か
。

今
村　

必
要
な
政
策
だ
と
思
い
ま
す
。
制

度
創
設
の
当
初
か
ら
こ
う
し
た
制
約
を
設

け
て
い
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
地
ケ
ア
は
広
が
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
こ
ん
な
面
倒
な
病
棟
を
持
つ
こ
と
は

割
に
合
わ
な
い
と
。
儲
か
る
か
ら
こ
れ
だ
け

奈良県立医科大学
公衆衛生学講座　教授

今村 知明 氏 
Imamura Tomoaki

自院急性期からの転棟か
地域からの受け入れか
経営方針で比重が変わる
高齢者の脳卒中や心筋梗塞は 2025 年までは初発が増え、40 年にかけては再発が増える。
再発の受け皿として地域包括ケア病棟の需要は拡大するが、運営の実態は、制度の趣旨に
準拠するか、経営を優先させるかに分かれている。今村知明氏に制度の問題点を聞いた。
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■
国
は
地
ケ
ア
に
３
つ
の
役
割
を
指
定
し
て

い
ま
す
が
、
病
院
に
よ
っ
て
役
割
の
温
度
差

の
よ
う
な
も
の
は
出
て
く
る
で
し
ょ
う
か
。

今
村　

地
ケ
ア
の
大
き
な
目
的
は
自
院
の

急
性
期
か
ら
の
受
け
入
れ
と
外
部
の
急
変

し
た
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
２
つ

で
す
が
、
こ
の
目
的
は
変
わ
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、２
つ
の
目
的
の
比
率
が
変
わ
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。
院
内
の
患
者
を
中
心

に
受
け
入
れ
て
余
力
で
外
部
か
ら
受
け
入

れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
な
の
か
、
経

営
方
針
に
よ
っ
て
主
力
を
ど
ち
ら
に
す
る
か

が
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
サ
ブ
ア
キ
ュ
ー

ト
側
に
力
を
入
れ
る
の
か
、ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー

ト
側
に
力
を
入
れ
る
か
の
違
い
で
す
。

■
地
ケ
ア
の
役
割
で
あ
る
救
急
、
在
宅
医

療
、
リ
ハ
ビ
リ
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
あ
る
べ

き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

今
村　

報
酬
が
マ
ル
メ
な
の
で
各
病
院
で
実
施

す
る
医
療
内
容
に
差
が
あ
る
こ
と
が
問
題
で

す
。
地
ケ
ア
の
目
的
は
で
き
る
だ
け
早
く
在

宅
復
帰
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
が
、
家
に
帰
っ

た
あ
と
は
関
わ
ら
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
在
宅
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
で
す
。
ま
た

入
院
中
に
リ
ハ
ビ
リ
を
し
な
け
れ
ば
悪
化
し
て

退
院
で
き
な
く
な
る
の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
は
必
須

条
件
で
す
。
し
か
し
マ
ル
メ
な
の
で
何
も
実
施

し
な
け
れ
ば
一
番
儲
か
る
の
が
現
実
で
、
純

粋
に
病
院
側
に
良
心
を
求
め
る
報
酬
体
系
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
経
営
方
針
に
よ
っ
て
良
い
地

ケ
ア
に
も
悪
い
地
ケ
ア
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

■
今
後
、
地
ケ
ア
に
問
わ
れ
る
課
題
は
何

で
し
ょ
う
か
。

今
村　

自
宅
や
介
護
施
設
で
急
変
や
再
発

し
た
人
を
ど
う
円
滑
に
地
ケ
ア
で
受
け
入

れ
る
か
が
大
き
な
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。

介
護
施
設
を
グ
ル
ー
プ
内
に
持
っ
て
い
る
病

院
は
上
手
く
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

地
ケ
ア
は
自
院
か
ら
の
転
棟
と
グ
ル
ー
プ

内
の
特
養
等
か
ら
の
受
け
入
れ
に
シ
フ
ト
す

る
こ
と
が
、
一
番
儲
か
る
方
式
な
の
で
す
。

し
か
し
本
来
機
能
を
強
く
求
め
ら
れ
る
今

後
は
、
グ
ル
ー
プ
外
か
ら
の
受
け
入
れ
を
ど

う
円
滑
に
す
る
が
か
問
わ
れ
て
き
ま
す
。

そ
れ
と
今
回
の
改
定
で
求
め
ら
れ
た
本
来

機
能
を
果
た
す
こ
と
で
す
。

■
２
０
４
０
年
に
日
本
の
全
病
床
数
の
何

割
ぐ
ら
い
が
地
ケ
ア
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
望
ま
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

今
村　

先
ほ
ど
も
お
話
し
し
ま
し
た
が
、

今
の
病
床
数
で
は
少
な
い
の
で
、
15
万
床
ぐ

ら
い
は
開
設
さ
れ
て
い
て
も
よ
い
と
思
い
ま

す
。
あ
と
８
万
床
が
急
性
期
か
ら
地
ケ
ア

に
移
る
と
地
域
医
療
構
想
に
も
ピ
タ
リ
と

合
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
地
ケ

ア
が
本
来
機
能
を
発
揮
し
て
運
営
さ
れ
て

い
く
か
ど
う
か
は
微
妙
な
問
題
で
す
。

広
が
っ
た
の
で
す
が
、
今
の
時
期
に
制
限
を

か
け
て
本
来
機
能
を
求
め
た
こ
と
は
適
切

な
政
策
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ハ
シ
ゴ
を
外
さ
れ
た
と
思
っ
た
病
院
も
あ

る
で
し
ょ
う
が
、
今
回
の
改
定
内
容
が
本
来

の
役
割
で
す
か
ら
。
間
違
っ
た
使
わ
れ
方
を

し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
自
院
か
ら
の
転
棟
割

合
に
制
限
を
か
け
て
利
益
を
半
減
さ
せ
る

措
置
を
取
っ
た
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。

　

慢
性
期
の
高
齢
者
が
脳
卒
中
や
心
不

全
を
再
発
さ
せ
た
と
き
に
受
け
入
れ
る
の

が
本
来
の
趣
旨
で
、
社
会
的
に
も
必
要
と

さ
れ
る
病
棟
の
使
い
方
で
す
。
再
発
の
方

を
７
対
１
や
10
対
１
で
受
け
入
れ
た
ら
医

療
費
が
持
ち
ま
せ
ん
が
、
院
外
か
ら
の
受

け
入
れ
だ
け
で
は
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
院
内
か
ら
の
転
棟
で
も
よ
い
と
い
う
趣

旨
の
制
度
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
良
心

的
に
運
営
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
と
黒
字

が
出
る
範
囲
で
運
営
す
べ
き
だ
と
い
う
意

見
が
せ
め
ぎ
合
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

統
一
的
な
使
い
方
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、

今
の
大
き
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

■
統
一
的
な
運
営
が
さ
れ
て
い
な
い
の

は
、
病
棟
の
位
置
付
け
が
今
ひ
と
つ
明
確

で
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

今
村　

昔
は
亜
急
性
期
病
棟
が
サ
ブ
ア

キ
ュ
ー
ト
と
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
の
両
方
を

診
て
い
ま
し
た
が
、
地
ケ
ア
に
変
わ
っ
て
か

ら
回
復
期
ま
で
含
む
こ
と
に
な
っ
て
、
地
ケ

ア
は
急
性
期
と
回
復
期
の
間
で
宙
に
浮
く

存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
急
性
期

と
回
復
期
の
間
に
位
置
す
る
サ
ブ
ア
キ
ュ
ー

ト
と
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
を

も
っ
と
明
確
に
打
ち
出
せ
ば
よ
い
の
で
す

が
、
そ
れ
は
以
前
の
亜
急
性
期
病
棟
に
戻

す
こ
と
に
な
る
の
で
、
医
療
関
連
団
体
は

難
色
を
示
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
今
回
の
改
定
で
自
院
急
性
期
か
ら
の
転

棟
に
歯
止
め
が
か
か
る
で
し
ょ
う
が
、
そ

れ
で
も
自
院
の
急
性
期
か
ら
の
転
棟
を
増

や
す
目
的
で
地
ケ
ア
の
開
設
が
増
え
て
い

く
方
向
で
し
ょ
う
か
。

今
村　

こ
れ
か
ら
増
え
る
の
は
脳
卒
中
や

心
筋
梗
塞
、
心
不
全
な
ど
高
齢
者
の
持
病

の
再
発
で
す
。
こ
う
し
た
高
齢
者
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
、
地
ケ
ア
の
一
番
の
ニ
ー
ズ

で
す
。
60
日
と
制
約
せ
ず
に
、
も
っ
と
長

期
間
入
院
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
か
り
に
上
限
を

80
日
に
緩
和
す
れ
ば
、
入
院
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
儲
か
る
構
図
に
な
る
の
で
、
好
ま
し

く
な
い
と
い
う
見
方
に
な
る
で
し
ょ
う
。
し

た
が
っ
て
サ
ブ
ア
キ
ュ
ー
ト
的
に
何
回
入
っ
て

も
よ
い
と
す
る
か
、
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
的

に
60
日
を
限
界
に
す
る
の
か
、
明
確
に
分

け
て
対
応
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
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■
２
０
１
７
年
と
現
在
と
で
は
病
棟
構
成
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

三
宅　

当
院
の
目
標
を
「
内
科
医
療
を
中
心

と
し
た
回
復
期
か
ら
在
宅
医
療
ま
で
岡
山
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
を
め
ざ
す
」「
元
気
に
な
れ
る
病

院
」
と
し
、
２
０
１
７
年
は
一
般
病
棟
（
15
対

１
）
が
88
床
、
医
療
療
養
が
83
床
、
転
換
型

老
健
が
63
ベッ
ド
の
長
期
療
養
型
病
院
で
し
た
。

２
０
１
９
年
に
は
一
般
病
棟（
13
対
１
）を
44
床
、

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
Ⅰ
を
83
床
、
医
療
療
養
Ⅰ

を
44
床
、
介
護
医
療
院
Ⅰ
を
63
ベッ
ド
へ
変
更
し

ま
し
た
。
そ
の
後
２
０
２
１
年
に
医
療
療
養
病

棟
44
床
を
回
復
期
リ
ハ
病
棟
Ⅰ
に
変
更
し
当
初

の
病
院
目
標
に
向
け
て
移
行
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

通
常
は
一
般
病
棟
が
立
ち
い
か
な
く
な
っ
て

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
変
え
る
ケ
ー
ス
が
多
い

の
で
し
ょ
う
が
、
医
療
療
養
を
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
に
変
更
し
た
の
は
珍
し
い
ケ
ー
ス
だ
と
思

い
ま
す
。
今
で
は
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
・
Ｓ
Ｔ
を
70
名

雇
用
し
て
い
ま
す
が
、
当
初
の
リ
ハ
職
員
は
Ｐ
Ｔ

１
名
だ
け
で
し
た
か
ら
回
復
期
に
向
け
て
病
院

を
変
革
し
た
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

運
営
で
絶
対
的
に
必
要
な
こ
と
は
地
域
連
携

で
す
。
岡
山
市
内
に
は
高
度
急
性
期
の
大
病

院
が
７
つ
あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
岡
山
赤
十
字

病
院
か
ら
は
年
間
約
４
０
０
名
の
患
者
が
紹
介

さ
れ
、
緊
急
時
に
は
休
日
で
も
受
け
入
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
岡
山
赤
十
字
病
院
以
外
に

も
他
の
急
性
期
の
大
病
院
か
ら
患
者
が
紹
介
さ

れ
て
き
ま
す
。
こ
の
実
績
は
「
地
域
包
括
ケ
ア

■
三
宅
事
務
局
長
の
ご
経
歴
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

三
宅　

金
融
機
関
勤
務
を
経
て
２
０
０
０
年
に

医
療
業
界
に
転
じ
ま
し
た
。
最
初
の
半
年
間

は
老
健
で
オ
ム
ツ
交
換
、
入
浴
介
助
、
当
直
や

送
迎
な
ど
現
場
業
務
を
一
通
り
経
験
し
ま
し

た
。
こ
の
経
験
が
な
け
れ
ば
頭
で
っ
か
ち
で
現

場
が
見
え
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
後
病
院
に
異
動
し
、
リ
ネ
ン
や
消
耗
品
等
の

管
理
を
担
当
し
ま
し
た
。
未
経
験
の
業
界
で

し
た
が
、
医
療
界
の
人
は
ピ
ー
タ
ー・ド
ラ
ッ
ガ
ー

や
ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
す
ら
知
ら
ず
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
10
年
遅
れ
て
い
た
の
で
「
こ
れ
な
ら
勝

て
る
！
」
と
思
い
ま
し
た
。
当
時
は
プ
ラ
ス
改

定
が
続
い
て
い
た
の
で
、
医
療
界
で
は
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
必
要
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

岡
山
博
愛
会
に
入
っ
た
の
は
２
０
１
７
年
で

す
。
日
本
の
医
療
業
界
は
全
国
一
律
の
保
険

点
数
で
、
病
床
も
行
政
が
規
制
し
て
い
る
あ
る

意
味
社
会
主
義
的
な
業
界
で
す
。
収
益
を
上

げ
る
に
は
報
酬
単
価
を
上
げ
る
以
外
に
あ
り
ま

せ
ん
。
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
始
め
た
の
も
単

価
を
上
げ
る
た
め
で
す
。

病
棟
の
あ
る
岡
山
博
愛
会
病
院
に
紹
介
す
れ

ば
元
気
に
な
っ
て
退
院
で
き
る
」
と
認
め
て
い

た
だ
い
た
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
が
創
設
さ
れ
て
８
年
が
経

過
し
、
約
10
万
床
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

三
宅　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
た
め
の
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
が
半
分
も
あ
れ
ば
よ
い
と
い

う
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
半
分
は
７
対

１
や
10
対
１
の
一
般
病
棟
が
立
ち
い
か
な
く
な

り
、
保
険
点
数
を
稼
ぐ
た
め
に
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
に
転
換
し
た
パ
タ
ー
ン
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、
現
行
の
点
数
が
こ
れ
か

ら
も
続
く
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
し
、
今
回
の
改

定
で
在
宅
復
帰
率
や
自
宅
等
か
ら
の
受
け
入
れ

患
者
数
な
ど
の
要
件
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
徐
々
に
自
然
淘
汰
さ
れ
て
、
本

来
の
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
し
か
生
き
残
っ
て
い

け
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
入
院
料
１
を
入
院
料
３
に
切
り
替
え
て
生

き
残
る
な
ど
の
手
段
も
必
要
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
入
院
料
１
を
保
つ
に
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
ツ
ー
ル
に
な
る
病
棟
運
営
が
必
要
で

す
。
当
院
も
今
後
は
サ
ブ
ア
キ
ュ
ー
ト
の
拡
充

を
考
え
て
い
ま
す
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
稼
働
状
況
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

三
宅　
９
月
の
稼
働
率
は
93
％
で
稼
働
状
況
は

社会福祉法人岡山博愛会
岡山博愛会病院　事務局長

三宅 謙太郎 氏 
Miyake Kentaro

医療療養から地ケアⅠに転換
看護師・ＭＳＷ・リハ職が
連携先を訪問して受入れ判断
岡山博愛会病院は地域包括ケア病棟を含め年間約 400 名の患者を岡山赤十字病院等から
紹介をうけている。同院は医療療養を地域包括ケア病棟に転換した。いわば “ 下から上に移
行した”稀有なケースである。稼働率も好調だ。軌道に乗せた手法を三宅謙太郎氏に聞いた。
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■
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
貴
院
で
工
夫
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

三
宅　

当
院
で
は
Ｓ
Ｔ
が
７
名
在
籍
し
て
い
て
、

看
護
師
と
Ｏ
Ｔ
も
関
わ
り
な
が
ら
「
楽
し
く
食

べ
て
元
気
に
な
ろ
う
（
Ａｅ
Ｅ
）」
と
い
う
方
針

で
摂
食
機
能
訓
練
を
提
供
し
、
口
か
ら
食
べ
ら

れ
な
い
方
は
、
戻
し
て
も
よ
い
か
ら
、
いっ
た
ん

口
に
入
れ
て
食
感
と
味
を
楽
し
め
る
よ
う
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
当
院
で
は
現
在
「
お
う
ち
に
帰

ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
自

宅
に
帰
ら
れ
る
方
に
は
花
束
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。
通
常
は
退
院
す
る
と
き
に
ナ
ー
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
「
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」
と
挨
拶

し
、
看
護
師
は
「
お
大
事
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
声
を
か
け
る
だ
け
で
す
。
入
院
し
た

方
に
と
って
一
番
ハッ
ピ
ー
な
の
は
元
気
に
な
って

自
宅
に
帰
る
こ
と
で
す
。
院
長
や
担
当
医
が
花

束
を
贈
呈
し
て
、
多
数
の
職
員
で
「
お
元
気
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
る
と
非
常
に

喜
ば
れ
る
の
で
す
。
な
ぜ
医
療
人
は
亡
く
な
っ

た
と
き
に
し
か
お
見
送
り
を
し
な
い
の
か
？
私

は
長
ら
く
疑
問
に
思
って
い
ま
し
た
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
協
会
は
「
日
本
最
大

で
最
強
の
病
棟
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す

が
、
中
長
期
を
展
望
す
る
と
、
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
は
ど
ん
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
占
め
て
い

く
と
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

三
宅　

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
在
宅
復
帰
率
だ
と

好
調
で
す
。
入
退
院
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
Ｍ

Ｓ
Ｗ
を
７
名
、
看
護
師
を
１
名
配
置
し
て
い
て
、

看
護
師
と
Ｍ
Ｓ
Ｗ
と
リ
ハ
職
員
で
チ
ー
ム
を
組

ん
で
連
携
先
の
高
度
急
性
期
病
院
を
訪
問
し
、

そ
の
場
で
患
者
さ
ん
を
診
て
受
け
入
れ
を
判
断

し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
家
族
と
面
談
し
て
医
療

の
ス
テ
ー
ジ
が
変
わ
る
こ
と
を
了
承
し
て
い
た
だ

き
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
る
だ
け
で
す
。
看

護
師
が
訪
問
す
る
こ
と
で
安
心
感
を
得
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

■
次
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
改
革
が
盛

り
込
ま
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
か
。
見
通
し
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

三
宅　

サ
ブ
ア
キ
ュ
ー
ト
の
要
素
が
強
く
な
る

と
思
い
ま
す
。
自
宅
等
か
ら
の
患
者
受
け
入
れ

数
や
在
宅
復
帰
率
な
ど
の
要
件
も
さ
ら
に
厳
し

く
な
る
で
し
ょ
う
。〝
な
ん
ち
ゃっ
て
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
〟
に
と
って
は
厳
し
い
改
定
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
残
し
て
い
く
に
は
ク

リ
ニッ
ク
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
強
化
が

必
要
で
す
。
私
ど
も
は
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

向
け
の
勉
強
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
、
入
院
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
と
い
う
方

を
結
構
受
け
持
って
い
ま
す
。
私
は
「
医
療
区

分
１
難
民
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
在
宅

生
活
を
し
て
い
て
困
って
い
る
方
を
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

　

難
し
い
問
題
は
救
急
搬
送
へ
の
対
応
で
す
。

必
要
な
検
査
を
し
点
数
を
取
る
た
め
に
、
あ
る

い
は
医
療
訴
訟
が
起
き
な
い
よ
う
に
検
査
を
す

る
た
め
に
は
一
般
病
棟
で
受
け
入
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
で
も
医
療

は
か
な
り
進
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
問
題
に
各

病
院
が
ど
う
対
処
す
る
の
か
が
焦
点
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
般
病
棟
か
ら
の
受

け
入
れ
に
対
し
て
は
点
数
を
下
げ
る
で
し
ょ
う

か
ら
、
医
療
の
必
要
の
な
い
短
期
入
院
の
受
け

入
れ
も
今
後
は
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
次
回
の
診
療
報
酬
改
定
に
対
し
て
要
望
事

項
は
あ
り
ま
す
か
。

三
宅　

自
宅
に
帰
る
患
者
さ
ん
に
対
す
る
リ
ハ

ビ
リ
の
単
位
数
を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

現
在
の
単
位
で
は
不
足
と
感
じ
ま
す
。
単

位
数
を
増
や
さ
な
い
と
Ａ
Ｄ
Ｌ
が
上
が
り
ま
せ

ん
。
し
か
も
２
単
位
で
は
Ｓ
Ｔ
が
入
り
に
く
い

で
す
し
、
患
者
さ
ん
に
よ
って
は
自
宅
で
食
べ
る

と
い
う
行
為
に
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。

　

当
院
で
は
自
宅
復
帰
の
患
者
さ
ん
に
は
４
単

位
以
上
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
う
で
な
い
と
自

宅
に
帰
る
に
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
在
宅
復
帰

率
は
言
い
換
え
れ
ば
自
宅
復
帰
率
で
あ
り
、
い
か

に
し
て
自
宅
に
帰
れ
る
よ
う
に
す
る
か
を
考
え
る

と
、
リ
ハ
ビ
リ
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

思
い
ま
す
。
今
後
は
老
老
世
帯
や
独
居
世
帯
が

非
常
に
増
え
て
き
て
、
自
宅
に
帰
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。
一
方
で
、
労
働
人

口
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
の
で
、
介
護
施
設
も

今
以
上
に
ス
タ
ッ
フ
不
足
で
、
稼
働
で
き
て
い
る

か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
２
０
４
０
年
に
は
医

療
と
介
護
の
従
事
者
が
他
の
業
種
よ
り
も
多
く

な
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
測
も
あ
り
ま
す
が
、
も

し
そ
の
通
り
に
な
っ
た
ら
、
い
び
つ
な
社
会
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
貢
献
し
な
い
業
種
の

従
事
者
が
一
番
多
く
な
る
社
会
は
い
び
つ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
医
療
と
介
護
は
業
務
改
善
を
し

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
医
療
デ
バ
イ
ス
等
に
で
き
る
こ
と

は
切
り
替
え
て
、
看
護
師
や
介
護
士
は
自
分

た
ち
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
に
専
念
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
医
療
の
進
歩
に
と

も
な
い
、
更
に
看
護
師
数
も
必
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
で
も
10
対
１
で

運
営
す
る
よ
う
に
考
え
方
を
変
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
開
設
を
検
討
し
て
い
る

病
院
経
営
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

三
宅　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
１
は
な
か

な
か
取
れ
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
頑
張
れ
ば
取
れ

ま
す
。
ま
た
、
医
療
療
養
か
ら
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
に
転
換
で
き
な
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
当
院
は
転
換
で
き
ま
し
た
。
病
院
、
職

員
全
体
の
意
識
改
革
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
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新
卒
で
入
職
し
た
急
性
期
病
院
で
疲

弊
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
、
笠
寺
病
院
に
転

職
し
て
き
ま
す
。
20
代
後
半
よ
り
結
婚
、

出
産
、
育
休
を
迎
え
ま
す
。
現
在
も
産
休

育
休
中
の
ス
タ
ッ
フ
は
10
人
ほ
ど
い
ま

す
し
、
２
人
目
、
３
人
目
の
子
育
て
中
の

職
員
も
い
ま
す
。
笠
寺
病
院
に
託
児
所
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
隣
に
保
育
園
や
幼
稚

園
が
充
実
し
て
い
る
の
で
、
待
機
児
童
の

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
い
医
療
ス
タ
ッ

フ
に
と
っ
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
に
関
わ
れ
る
こ
と
に
も
魅
力
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
。
経
営
サ
イ
ド
と
し
て
は
、

向
こ
う
30
年
働
い
て
も
ら
え
れ
ば
、
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。

■
近
年
の
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
関
す
る

国
の
施
策
を
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
か
。
ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
が

期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
と
役
割
を
ど
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

鈴
木　

国
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
診
療
報

酬
で
デ
ー
タ
提
出
が
要
件
化
さ
れ
て
い
る

た
め
、
き
わ
め
て
緻
密
で
論
理
的
で
あ
る

と
評
価
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
４
月

の
診
療
報
酬
改
定
で
そ
ろ
そ
ろ
逆
風
が
吹

き
始
め
、
質
の
向
上
を
し
て
い
な
い
病
院

は
淘
汰
さ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
特
に
、

Ａ
Ｓ
Ｋ
中
林
梓
先
生
が
い
う
と
こ
ろ
の

「
７
対
１
救
済
病
棟
」
と
し
て
の
地
ケ
ア

■
医
療
法
人
笠
寺
病
院
の
概
要
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木　

１
９
４
６
年
に
名
古
屋
市
南
区
に

20
床
で
開
院
し
、
そ
の
後
１
９
５
１
年

に
法
人
化
し
ま
し
た
。
結
核
医
療
を
中

心
に
１
８
０
床
へ
増
床
し
た
の
ち
、
改

築
に
よ
る
減
床
を
経
て
、
２
０
１
４
年

に
一
般
病
棟
43
床
、
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
（
以
下
「
地
ケ
ア
」）
42
床
、
療
養
病

棟
43
床
へ
変
更
。
２
０
１
６
年
に
一
般

病
棟
を
地
ケ
ア
に
転
換
し
、
２
０
１
８

年
９
月
に
は
全
１
２
８
床
が
地
域
ケ
ア

に
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
２
０
２
２
年
７
月
の
コ

ロ
ナ
第
７
波
で
、
全
職
員
数
約
２
０
０

名
の
う
ち
60
名
ほ
ど
が
コ
ロ
ナ
感
染
（
濃

厚
接
触
を
含
む
）
で
休
職
し
ま
し
た
。

子
育
て
中
の
職
員
が
多
く
、
家
庭
内
感

染
に
よ
る
も
の
で
す
。
子
育
て
中
の
職

員
が
多
い
理
由
は
、
２
０
４
０
年
の
労

働
人
口
減
少
を
見
据
え
た
、
当
院
の
戦

略
で
、「
職
員
の
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
」

で
す
。

は
厳
し
い
で
す
。
そ
れ
以
上
に
、
そ
の
地

ケ
ア
を
持
っ
て
い
る
病
院
自
体
の
経
営
が

厳
し
い
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
地
ケ
ア
の
医
師
を
は
じ
め

と
す
る
病
棟
ス
タ
ッ
フ
が
在
宅
医
療
に
関

わ
っ
て
き
た
こ
と
が
、
２
０
２
２
年
４
月

の
診
療
報
酬
改
定
へ
の
対
応
策
で
あ
り
、

こ
れ
が
と
て
も
重
要
で
、
期
待
さ
れ
て
い

る
機
能
と
役
割
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
サ
ブ
ア
キ
ュ
ー
ト
機
能
も
大
切
だ
と
、

当
初
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
笠
寺
病

院
は
、
全
１
２
８
床
が
地
ケ
ア
で
す
が
、

診
療
放
射
線
技
師
が
６
人
、
臨
床
検
査
技

師
が
７
人
、
薬
剤
師
が
８
人
い
ま
す
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
へ
の
転
換
を
行

わ
れ
て
か
ら
の
経
営
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

鈴
木　

地
ケ
ア
へ
の
転
換
で
出
始
め
た
利

益
を
、
サ
ブ
ア
キ
ュ
ー
ト
対
応
の
人
件
費

に
つ
ぎ
込
ん
で
い
ま
す
。
３
年
前
か
ら
、

在
宅
対
応
す
る
た
め
の
当
直
医
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
年
間
の
費
用
は
３
５
０
０
万

円
か
か
り
ま
す
。
病
院
の
当
直
医
師
と
２

人
体
制
で
、
常
勤
医
師
は
誰
も
当
直
を
し

て
い
ま
せ
ん
。
在
宅
当
直
医
を
確
保
す
る

の
は
大
変
で
し
た
が
、
現
在
、
希
望
者
が

多
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
退
院
直
後
２
週
間
、
病
棟
の

看
護
師
が
自
宅
に
訪
問
す
る
際
は
主
治

医療法人笠寺病院
事務長・常務理事

鈴木　学 氏 
Suzuki Manabu

病棟全てを地ケアに転換 
在支病として在宅復帰を支援 
常時満床を目指す
「急性期病床 6000 床に囲まれた地ケア128 床は極めて有利、さっさと急性期をやめて大正
解」。施設を一切持たず、病院 1 つだけでもネットワークがあれば経営が成り立つと語る鈴木
学氏に、都市型の地域包括ケア病棟専門病院の経営について聞いた。
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た
ら
、
改
定
は
恐
れ
る
に
足
ら
ず
と
思
っ

て
い
ま
す
。
い
ち
い
ち
こ
ち
ら
が
こ
ん
な

こ
と
を
し
て
く
だ
さ
い
と
言
う
必
要
は

な
く
、
す
ぐ
い
く
か
２
年
先
か
４
年
先

か
ぐ
ら
い
の
ス
ケ
ー
ル
感
で
、
２
０
４
０

年
へ
粛
々
と
進
ん
で
い
く
の
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

■
我
が
国
の
高
齢
化
の
ピ
ー
ク
と
な
る

２
０
４
０
年
に
は
、
在
宅
、
介
護
施
設
、

高
齢
者
住
宅
な
ど
で
療
養
す
る
高
齢
者
が

爆
発
的
に
増
加
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
笠

寺
病
院
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

鈴
木　

笠
寺
病
院
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
半

径
７
キ
ロ
圏
内
の
急
性
期
病
床
の
ポ
ス

ト
ア
キ
ュ
ー
ト
機
能
で
す
。
急
性
期
病

床
６
０
０
０
床
に
囲
ま
れ
た
、
地
ケ
ア

１
２
８
床
は
極
め
て
有
利
で
、
さ
っ
さ

と
急
性
期
を
や
め
て
大
正
解
で
し
た
。

在
宅
復
帰
率
は
、
現
在
９
割
を
超
え
て

お
り
、
退
院
直
後
２
週
間
、
病
棟
ス
タ
ッ

フ
が
退
院
患
者
宅
へ
訪
問
看
護
、
訪
問

リ
ハ
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
２
年
で

特
養
の
嘱
託
医
を
３
カ
所
取
り
ま
し
た
。

の
べ
３
０
０
床
、
常
時
10
人
ほ
ど
の
入

院
が
あ
り
ま
す
。
特
養
へ
往
診
し
た
場

合
、
看
取
り
以
外
は
保
険
請
求
で
き
ま

せ
ん
が
、
医
師
に
は
現
金
を
渡
し
て
い

ま
す
。

　

戦
略
の
一
つ
目
は
、
マ
ル
チ
モ
ビ
デ
ィ

テ
ィ
患
者
を
診
ら
れ
る
医
療
体
制
の
構

築
で
す
。
医
局
が
臓
器
別
に
変
わ
り
、
関

連
の
医
局
が
消
化
器
内
科
に
な
り
ま
し

た
。
常
勤
医
師
が
消
化
器
内
科
だ
け
で

１
２
８
床
を
満
床
に
で
き
る
わ
け
が
な

い
と
、
困
っ
た
末
に
病
棟
看
護
師
長
が

考
え
出
し
た
の
が
、
非
常
勤
の
先
生
に

ち
ょ
っ
と
ず
つ
診
て
も
ら
え
れ
ば
い
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
笠
寺
病
院
は
４

年
前
に
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
、
外
来

は
す
べ
て
予
約
診
療
な
の
で
、
病
棟
看

護
師
長
が
専
門
医
の
予
約
を
入
れ
て
い

ま
す
。
大
学
か
ら
派
遣
さ
れ
る
臓
器
別

専
門
医
の
診
療
を
電
子
カ
ル
テ
に
記
載

し
て
お
く
こ
と
で
、
常
勤
医
師
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。
在
宅
に

も
行
く
と
、
そ
れ
も
な
ん
と
な
く
分
か
っ

て
き
ま
す
。
総
合
診
療
医
を
探
す
の
は

難
し
い
の
で
、
皆
で
診
れ
ば
い
い
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
摂
食
嚥
下
看
護
師
の
認
定

看
護
師
の
養
成
で
す
。
こ
の
成
功
に
よ
り
、

接
触
嚥
下
の
点
数
の
算
定
が
増
加
し
ま
し

た
。
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
の
加
算
の
取
得
が

目
標
で
す
。
三
つ
め
は
、
施
設
を
一
切
持

た
ず
、
病
院
１
つ
だ
け
で
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
み
で
経
営
が
成
り
立
つ
こ
と
の
証
明

で
す
。

医
も
同
行
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
も

喜
び
、
主
治
医
も
、
自
宅
で
元
気
に
な
っ

て
笑
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
を
目
に
す
る

こ
と
で
、
よ
い
関
係
を
築
け
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
在
宅
に
関
心
が
な
か
っ

た
若
い
臓
器
別
の
専
門
医
も
、
行
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

医
師
に
は
平
日
で
４
万
５
０
０
０
円
、

税
金
を
引
い
た
４
万
円
ち
ょ
っ
と
の
当
直

料
を
、
来
た
日
か
翌
朝
に
現
金
払
い
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
夜
中
に
訪
問
診

療
を
行
っ
た
場
合
は
診
療
報
酬
の
半
額

を
、
帰
る
時
に
現
金
払
い
し
て
い
ま
す
。

現
金
で
渡
さ
な
い
と
忘
れ
て
来
な
い
医
師

が
い
る
こ
と
や
、
個
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
医
師
を
集
め
て
い
る
こ
と
が
理
由
で

す
。
夜
10
時
を
過
ぎ
る
と
訪
問
診
療
は
軽

く
１
万
を
超
え
る
の
で
そ
れ
を
貰
え
る
な

ら
と
し
っ
か
り
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。
看

取
り
に
な
っ
た
場
合
に
も
、
診
療
報
酬
の

半
額
を
現
金
で
渡
し
て
い
ま
す
。
こ
の
仕

組
み
で
、
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
で
た
く
さ

ん
受
け
て
、
必
要
な
時
に
依
頼
さ
れ
れ
ば

在
宅
で
ち
ゃ
ん
と
対
応
す
る
と
い
う
形
が

で
き
て
い
ま
す
。

　

寝
た
き
り
に
な
っ
た
人
を
急
性
期
病
院

か
ら
引
き
受
け
る
の
で
は
な
く
、
寝
た
き

り
に
さ
せ
た
く
な
い
人
を
急
性
期
病
院
の

Ｅ
Ｒ
か
ら
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
急
性
期

病
院
で
点
滴
を
２
週
間
す
る
と
大
体
寝
た

き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
当
院
で
点

滴
を
し
つ
つ
リ
ハ
ビ
リ
を
や
っ
て
お
帰
し

し
ま
す
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
在
宅
復
帰
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
１
年
間
の
自
宅
看
取
り
件
数
は
88

人
で
す
。
連
携
機
能
強
化
型
在
支
病
と

し
て
、
13
の
在
支
診
と
連
携
し
て
い
ま

す
が
、
資
本
関
係
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
る
意
味
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
連

携
し
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ー
マ
ッ
ク
に
は
、

３
０
０
０
人
の
後
方
支
援
と
書
か
れ
て
い

ま
す
が
、
在
宅
専
門
で
や
っ
て
い
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
自
己
完
結
型
で
、
あ
ま
り
笠
寺

病
院
を
頼
っ
て
い
ま
せ
ん
。
笠
寺
病
院
自

体
で
は
、
在
宅
患
者
数
は
１
０
０
人
程
度

で
す
が
、
今
後
は
２
０
０
人
ぐ
ら
い
に
は

し
た
い
で
す
。

　

笠
寺
病
院
と
し
て
は
、
２
０
４
０
年
に

向
け
て
、
在
宅
を
行
っ
て
い
な
い
診
療
所

の
サ
ポ
ー
ト
の
準
備
が
完
了
し
ま
し
た
。

在
宅
当
直
医
が
、
確
保
で
き
て
い
る
た
め
、

都
市
部
で
は
１
万
人
く
ら
い
の
後
方
支
援

が
可
能
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
く
ら

い
の
人
数
を
在
宅
で
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

れ
ば
、
１
２
０
床
ぐ
ら
い
は
い
つ
も
満
床

で
ま
わ
せ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
２
０
２
４
年
改
定
へ
の
要
望
や
期
待
し

て
い
る
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

鈴
木　

方
向
性
が
間
違
っ
て
い
な
い
と
し
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Part

5

能
と
役
割
の
実
態
が
求
め
て
い
た
内
容
と

は
異
な
る
方
向
に
流
れ
て
い
た
の
で
、
今
年

４
月
の
診
療
報
酬
改
定
で
修
正
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
一
般
病
棟
の
平
均
在
院

日
数
と
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
を

ク
リ
ア
す
る
た
め
に
、
一
部
を
地
ケ
ア
に

転
換
す
る
病
院
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
地
ケ
ア
は
そ
も
そ
も
地
域
の
た
め

の
病
棟
で
あ
り
、
自
院
の
一
般
病
棟
の
た
め

の
病
棟
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
は
地
ケ
ア
を

増
や
し
た
か
っ
た
の
で
、
自
院
か
ら
の
転
棟

患
者
に
偏
重
し
て
い
る
実
態
を
容
認
し
て
き

た
傾
向
も
う
か
が
え
ま
し
た
が
、
今
回
の

改
定
で
本
来
の
役
割
を
担
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
た
の
で
す
。
本
来

の
役
割
を
果
た
さ
な
い
ま
ま
、
実
態
と
し
て

急
性
期
病
棟
の
救
済
病
棟
に
な
っ
て
い
る
病

院
は
、
考
え
方
を
変
え
て
ほ
し
い
と
い
う
趣

旨
の
厳
し
い
改
定
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

■
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
厚
労
省
が
本
来
機

能
の
発
揮
を
強
く
求
め
て
き
た
理
由
は
何

で
し
ょ
う
か
。

中
林　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
が
本
来
の
役

割
を
強
く
求
め
ら
れ
た
背
景
に
は
高
齢
化

問
題
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
脱
水
症
状

の
高
齢
者
が
三
次
救
急
病
院
に
入
院
し

た
ら
、
コ
ロ
ナ
対
応
も
あ
い
ま
っ
て
重
症
者

用
ベ
ッ
ド
確
保
な
ど
で
病
院
が
疲
弊
し
て

し
ま
い
ま
す
。
国
の
考
え
と
し
て
は
、
三

■
中
林
先
生
の
ご
経
歴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
林　

医
療
・
福
祉
分
野
の
仕
事
を
始
め
て

30
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
１
９
９
７

年
に
梓
診
療
報
酬
研
究
所
を
設
立
し
、

２
０
０
３
年
に
株
式
会
社
と
し
て
法
人
化
し

ま
し
た
。
医
業
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
、
診
療
報
酬
に
関
す
る
各
種
研
究
、
医

業
収
入
診
断
、
経
営
改
善
指
導
、
医
事
運

用
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、在
宅
医
療
運
営
指
導
、

レ
セ
プ
ト
精
度
診
断
に
携
わ
って
い
ま
す
。

■
２
０
１
４
年
に
創
設
さ
れ
た
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
は
、
２
０
２
２
年
６
月
時
点
で

２
７
４
５
病
院
、
９
万
８
１
０
５
床
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
数
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能

と
役
割
、
そ
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
評
価

さ
れ
ま
す
か
。

中
林　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
（
以
下
、
地

ケ
ア
）
は
創
設
当
初
か
ら
注
目
さ
れ
て
き

た
病
棟
で
す
が
、
確
実
に
増
え
て
き
た
と

い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
機

次
救
急
が
必
要
で
な
い
患
者
は
二
次
救
急

か
地
ケ
ア
で
診
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
今

回
の
改
定
で
は
、
２
０
０
床
以
上
の
病
院

が
地
ケ
ア
を
運
営
す
る
場
合
、
二
次
救
急

医
療
機
関
又
は
救
急
病
院
で
あ
る
こ
と
が

要
件
に
入
り
ま
し
た
。

　

２
０
４
０
年
に
か
け
て
高
齢
者
が
増
え
、

働
く
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
、
高
齢

者
が
ど
ん
ど
ん
三
次
救
急
に
入
院
し
な
い

よ
う
に
布
石
が
打
た
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
自
宅
等
か
ら
の
患
者
受

け
入
れ
が
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
す
。
一

般
病
床
の
稼
働
率
が
低
い
か
ら
地
ケ
ア
に

転
換
し
た
と
い
う
よ
う
な
病
院
は
評
価
が

厳
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
改

定
で
も
厳
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　

療
養
病
床
に
も
救
急
の
受
け
入
れ
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
三
次
救
急
の

疲
弊
を
防
ぐ
こ
と
が
目
的
で
す
。
厚
労
省

の
資
料
か
ら
、
医
療
崩
壊
の
阻
止
と
い
う
観

点
に
立
って
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
読
み
取
れ
る
こ
と
は
Ａ
Ｃ
Ｐ

の
浸
透
で
す
。
在
宅
看
取
り
を
希
望
し
て

い
る
末
期
の
患
者
さ
ん
が
三
次
救
急
に
入

院
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
か
か
り

つ
け
医
が
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
深
く
関
与
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
協
会
が
掲
げ
た

「
と
き
ど
き
入
院
、
ほ
ぼ
在
宅
」
へ
と
強

株式会社 ASK 梓診療報酬研究所
所長

中林　梓 氏 
Nakabayashi Azusa

地ケアが向き合う対象は
自院の急性期ではなく
地域のクリニックと施設
今年４月の診療報酬改定で、地域包括ケア病棟は本来機能の発揮が強く求められるようになっ
た。その背景は何か。次回以降の改定はどのような方向が予想されるのか。今後、地ケア
を開設する病院はいかなる手を打っていくべきか。中林梓氏に聞いた。
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『地域包括ケア病棟は、2040年に向け地域包括ケアシステムの「核」となれるか』
F e a t u r e d  A r t i c l e s特集

員
が
臨
床
事
例
の
資
料
を
持
参
し
て
対
象

先
に
挨
拶
の
た
め
訪
問
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
も
日
頃
か
ら
院
内
に
お
い
て
は

医
師
や
病
棟
看
護
師
と
地
域
連
携
室
が
情

報
を
共
有
し
て
、
地
域
の
ク
リ
ニッ
ク
、
介

護
施
設
、
高
齢
者
住
宅
を
把
握
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

私
が
関
わ
っ
た
な
か
で
一
番
印
象
深
か
っ

た
例
は
、他
の
病
院
と
ク
リ
ニッ
ク
か
ら
「
あ

そ
こ
の
地
ケ
ア
が
な
か
っ
た
ら
困
る
」
と
い

わ
れ
た
病
院
で
す
。
こ
ま
め
に
営
業
し
た

こ
と
で
頼
ら
れ
る
地
ケ
ア
に
な
っ
た
の
で
す
。

■
急
性
期
か
ら
地
ケ
ア
へ
の
転
換
と
療
養

か
ら
地
ケ
ア
へ
の
転
換
の
違
い
を
教
え
て

下
さ
い
。

中
林　

療
養
か
ら
地
ケ
ア
へ
転
換
し
た
病

院
は
今
回
の
改
定
で
は
あ
ま
り
影
響
を
受

け
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け
努
力

し
た
の
で
し
ょ
う
。
地
ケ
ア
で
軽
度
の
急

性
期
を
受
け
入
れ
る
例
も
出
て
い
る
の
で
、

両
者
に
そ
れ
ほ
ど
差
が
あ
る
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
。
地
ケ
ア
を
持
っ
て
い
る
療
養
病

院
は
、
療
養
を
慢
性
期
、
地
ケ
ア
を
急
性

期
と
捉
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

地
ケ
ア
の
平
均
在
院
日
数
目
標
は
、
他

の
病
棟
の
稼
働
状
況
や
人
員
配
置
を
み

て
設
定
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
例
え

ば
地
ケ
ア
が
20
床
の
場
合
、
10
床
を
最

大
60
日
の
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
受
け
入
れ
て
、

他
の
10
床
で
廻
す
と
い
う
目
標
設
定
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

■
地
ケ
ア
を
上
手
に
運
営
し
て
い
る
病
院

で
注
目
さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た

ら
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

中
林　

慢
性
期
と
地
ケ
ア
と
回
リ
ハ
を

持
っ
て
い
る
病
院
の
例
で
す
。
地
ケ
ア
40

床
の
運
営
は
上
手
く
い
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
平
均
在
院
日
数
が
長
く
な
り
つ
つ
あ

る
の
で
、
地
ケ
ア
を
減
ら
し
て
回
リ
ハ
に

切
り
替
え
る
計
画
で
す
。

■
２
０
４
０
年
に
か
け
て
地
ケ
ア
病
棟

の
役
割
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
そ
う
で

し
ょ
う
か
。

中
林　

２
０
４
０
年
に
か
け
て
介
護
施
設

で
暮
ら
す
方
が
増
え
て
い
く
の
で
、
施
設

内
で
少
し
体
調
を
悪
化
さ
せ
た
方
に
も
、

速
や
か
に
対
応
で
き
る
地
ケ
ア
で
あ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
地
ケ
ア
の
病
床
数
が
増
え
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
急
性
期
や
施
設
の
多
い
地

域
で
は
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人

口
減
少
が
著
し
い
地
域
で
は
減
っ
て
い
く
で

し
ょ
う
。
高
齢
者
人
口
が
増
え
て
い
く
地

域
も
あ
れ
ば
、
減
っ
て
い
く
地
域
も
あ
り

ま
す
。
と
も
か
く
地
域
差
が
大
き
い
の
で
、

全
国
的
に
病
床
数
が
ど
う
な
る
か
と
い
う

予
測
は
非
常
に
難
し
い
の
で
す
。

力
に
舵
を
切
っ
た
わ
け
で
す
ね
？

中
林　
「
と
き
ど
き
入
院
、
ほ
ぼ
在
宅
」

は
良
い
言
葉
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
は
高
齢

者
の
緊
急
受
け
入
れ
が
で
き
る
地
ケ
ア
が

生
き
残
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
今
で
も

一
般
病
床
を
地
ケ
ア
に
転
換
し
た
病
院

は
救
急
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
多
く

は
一
般
病
床
で
受
け
入
れ
て
か
ら
地
ケ
ア

に
転
棟
さ
せ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
定
で

自
院
か
ら
の
転
棟
は
６
割
と
い
う
要
件
が

入
っ
た
の
で
、
該
当
す
る
病
院
は
い
ろ
い
ろ

考
え
る
で
し
ょ
う
。
脱
水
の
患
者
な
ら
一

般
病
床
で
は
な
く
地
ケ
ア
で
診
療
す
る
よ

う
に
持
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

う
が
っ
た
見
方
で
す
が
、
２
０
１
６
年
改
定

や
２
０
１
８
年
改
定
で
厚
労
省
が
本
来
機
能

の
発
揮
を
強
く
求
め
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
一

般
病
床
を
減
ら
し
た
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
た
だ
そ
の
代
償
と
し
て
、
本
来

の
役
割
で
は
な
い
運
営
を
す
る
病
院
が
想
定

以
上
に
増
え
た
の
で
、
自
院
の
た
め
の
地
ケ

ア
で
は
な
く
地
域
の
た
め
の
地
ケ
ア
へ
と
修
正

を
図
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
次
の
改
定
で
は

高
齢
者
対
策
や
機
能
分
化
、
感
染
症
対
策

な
ど
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
本
来
機
能
の
役

割
を
求
め
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

と
に
か
く
、
サ
ブ
ア
キ
ュ
ー
ト
と
在
宅
復

帰
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

在
宅
復
帰
支
援
で
は
地
域
連
携
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

■
地
ケ
ア
を
運
営
す
る
病
院
経
営
者
に
対

し
て
「
こ
れ
だ
け
は
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
い
う
助
言
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
願

い
し
ま
す
。

中
林　

今
お
伝
え
し
た
と
お
り
「
地
域
連

携
」
で
す
。
地
域
を
よ
く
チ
ェッ
ク
し
て
、

ど
こ
に
急
性
期
病
院
が
あ
る
か
を
把
握

し
、
退
院
し
た
患
者
を
自
院
の
地
ケ
ア
で

受
け
る
と
い
う
連
携
の
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
。
そ
れ
か
ら
介
護
施
設
か
ら
地
ケ
ア

に
移
行
さ
せ
る
と
初
期
加
算
が
高
い
の
で
、

特
養
、
老
健
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
全

て
の
介
護
施
設
と
高
齢
者
住
宅
が
ど
こ
に

あ
る
か
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
の
連
携
で

す
。
在
宅
医
療
を
行
っ
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
の
連
携
は
必
須
で
す
が
、
高
齢
化
が
こ

れ
だ
け
進
む
と
、
一
人
暮
ら
し
の
外
来

患
者
が
脱
水
症
状
を
起
こ
し
た
ら
地
ケ

ア
に
搬
送
す
る
な
ど
の
連
携
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
ケ
ア
は
自
院
の
患
者
さ
ん

だ
け
を
診
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
患
者

さ
ん
を
診
る
の
で
す
。

■
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
介
護
施
設
な
ど

へ
の
広
報
活
動
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
有

効
で
し
ょ
う
か
。

中
林　

一
番
は
院
長
名
義
の
手
紙
だ
と
思

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
前
は
地
域
連
携
室
の
職
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Part

6

　

地
ケ
ア
に
対
し
て
は
、
や
は
り
在
宅
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ベ
ッ
ド
と
し
て
の
期
待
が

あ
り
ま
す
の
で
、
訪
問
診
療
や
訪
問
看
護

と
か
ら
め
て
、
在
宅
の
患
者
さ
ん
に
何
か

あ
っ
た
と
き
に
直
接
受
け
入
れ
る
こ
と

が
、
大
き
な
役
割
と
機
能
だ
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍

で
、
コ
ロ
ナ
患
者
の
受
け
入
れ
は
、
地
ケ

ア
に
も
た
い
へ
ん
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
し
行
政
側
は
、

コ
ロ
ナ
患
者
に
つ
い
て
は
一
般
急
性
期
病

床
が
直
接
受
け
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い

る
よ
う
な
感
じ
で
、
空
床
確
保
料
等
を
決

め
て
い
る
節
は
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
今
後
の
地
ケ
ア
の
運

営
で
は
、
在
宅
医
療
の
支
援
と
合
わ
せ
て
、

地
域
で
の
コ
ロ
ナ
対
応
も
一
体
的
に
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
普
段
か
ら
関
わ
っ
て

い
る
患
者
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
コ
ロ
ナ
を

は
じ
め
と
し
た
救
急
の
受
け
入
れ
も
安
心

し
て
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
協
会
で
は
、「
時
々

入
院
」「
ほ
ぼ
在
宅
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

事
業
を
進
め
、
そ
の
間
、
既
に
４
回
の
診

療
報
酬
改
定
が
行
わ
れ
、
そ
の
都
度
見
直

し
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

長　

厚
労
省
は
当
初
か
ら
、
地
ケ
ア
に
関

す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
と
示
し
て

い
ま
し
た
ね
。
具
体
的
に
は
ポ
ス
ト
ア

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
現
在
の
整
備
数

と
、
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
・
役
割
、
実

態
を
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
ま
す
か
。

長　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
（
以
下
地
ケ
ア
）

に
つ
い
て
は
当
初
、
診
療
報
酬
に
よ
る
誘

導
、
特
に
「
入
院
期
間
の
長
く
な
っ
た
患

者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
地
ケ
ア
で
」
と
い

う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
ど
ん
ど
ん
誘
導
さ
れ

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
後
の
報
酬
改
定
に
よ
り
、
地
ケ
ア
が
そ

れ
と
は
別
の
形
に
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
、「
し
ま
っ
た
…
…
」
と
、
途
中
で
気

づ
い
た
法
人
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
一
方
で
、
１
５
０
床
く
ら
い
の
小

さ
な
病
院
の
場
合
、
普
段
か
ら
ま
め
に

ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
地
ケ
ア
と
い
う
制
度
が
変
わ
っ
て

き
て
も
、
比
較
的
う
ま
く
対
応
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
病
床
数
は
こ
の
８

年
間
で
約
10
万
床
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
当
初
か
ら
あ
る
程
度
は
増
え
る
だ
ろ

う
と
予
想
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
想
定
内

で
す
ね
。

キ
ュ
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、
地
ケ
ア
は
サ

ブ
ア
キ
ュ
ー
ト
の
機
能
も
持
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
当
初
か
ら
言
っ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
が

あ
っ
た
う
え
で
の
、
そ
の
後
の
診
療
報
酬

改
定
で
す
か
ら
、
国
の
目
指
す
と
こ
ろ
は

当
初
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
予
測
で
き

る
範
囲
内
で
し
た
し
、
医
療
機
関
に
よ
っ

て
は
そ
の
辺
り
も
見
越
し
た
機
能
と
し

て
、
当
初
か
ら
変
化
に
対
応
で
き
た
と
こ

ろ
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
法
人
は

そ
の
後
の
改
定
に
つ
い
て
も
、
大
き
な
影

響
は
受
け
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
運
営
す
る
病
院

経
営
者
に
対
す
る
、
助
言
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

長　

地
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
件
と

し
て
訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
の
実
績
等
が

入
っ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
新
た
に
地

ケ
ア
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
医
療
機
関

は
、
そ
う
い
っ
た
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
セ
ッ

ト
・
ミ
ッ
ク
ス
し
た
医
療
提
供
を
し
て
い

な
い
と
厳
し
い
で
す
ね
。
さ
ら
に
今
後
は
、

地
ケ
ア
に
も
救
急
の
役
割
が
求
め
ら
れ
て

き
ま
す
。
す
る
と
、
医
師
の
働
き
方
改
革

と
の
関
連
で
、
宿
日
直
許
可
な
ど
急
性
期

病
院
と
同
じ
問
題
を
地
ケ
ア
で
も
抱
え
る

東日本税理士法人　代表社員　所長
公認会計士　税理士

長 英一郎 氏 
Osa Eiichiro

ウィズコロナと
Web3.0 の時代における
地域包括ケア病棟
在宅ケアのバックアップベッドとしての機能・役割を担い、これまで約 10 万床が整備された地
域包括ケア病棟。2040 年に向けた今後の地ケア病棟の展望や可能性について、医療のデジ
タル化等にも詳しい長 英一郎氏に話を聞いた。
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『地域包括ケア病棟は、2040年に向け地域包括ケアシステムの「核」となれるか』
F e a t u r e d  A r t i c l e s特集

が
か
な
り
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
そ
れ
に
対
応
す
る
地
域
の
医
療
体
制

が
変
わ
れ
ば
、
ベ
ッ
ド
の
ニ
ー
ズ
は
減
る

は
ず
で
す
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
今
後
の

国
の
政
策
次
第
で
、
大
き
く
変
わ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
２
０
４
０
年
に
向
け

て
は
、
在
院
日
数
の
制
限
が
厳
し
い
一
般

急
性
期
や
、
疾
患
が
限
定
さ
れ
て
い
る
回

復
期
に
比
べ
、
裾
野
が
広
い
地
ケ
ア
、
あ

る
い
は
介
護
医
療
院
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す

し
、
医
療
機
関
と
し
て
も
患
者
さ
ん
を
受

け
入
れ
や
す
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

■
ご
自
身
の
最
近
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
と
の
か
か
わ
り

も
含
め
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

長　

こ
れ
ま
で
Ｉ
Ｔ
の
世
界
は
、W

eb2.0

と
し
て
グ
ー
グ
ル
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な

ど
特
定
の
巨
大
企
業
が
力
を
握
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
最
近
はW

eb3.0

と
い
う
新

し
い
世
界
が
広
が
り
、
こ
れ
に
強
い
関
心

を
持
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
デ
ジ
タ
ル
化

の
流
れ
は
医
療
の
世
界
で
も
広
が
り
つ
つ

あ
り
、
こ
う
し
た
医
療
に
お
け
る
新
し
い

デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
活
動
を
、
私
な
り

に
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
医
学
部
６
年
生
の
方
が

主
催
さ
れ
て
い
る
「M

edical D
A

O

」
と

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
、
そ
ち
ら
を

支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
若
い
医
師

や
医
学
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
機
会
が
増
え
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た

人
脈
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ

禍
で
、
月
２
回
ほ
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ

ン
や
、
オ
フ
ラ
イ
ン
で
の
勉
強
会
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
個
人
的
な
体
験
と
し
て
は
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
へ
の
登
録
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
、
薬
局
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
服
薬
指
導
な
ど
を
体
験

し
、
こ
う
し
た
形
で
の
医
療
を
は
じ
め
と

し
た
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
便
利
さ
に
、

改
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。
今
後
、
現
役

世
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
こ
れ
に

気
づ
い
た
と
き
に
は
、
い
よ
い
よ
対
面

で
の
診
察
を
希
望
し
な
い
患
者
さ
ん
が

急
増
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
病
院
経
営
者
の
皆
さ
ん
は
、
そ

う
い
っ
た
危
機
感
は
ま
だ
あ
ま
り
感
じ

て
い
な
い
よ
う
で
、
い
ざ
そ
の
よ
う
に

な
っ
た
時
に
は
相
当
な
激
震
が
走
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
ケ
ア
も
含
め
た
今
後
の
医
療
に
つ
い

て
も
、
医
療
機
関
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
部
分

が
弱
い
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
で
す
が
、

５
年
後
、
10
年
後
に
は
、
状
況
は
今
と

ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

で
し
ょ
う
か
ら
、
こ
ち
ら
へ
の
対
応
は
必

須
で
す
。

■
こ
れ
か
ら
準
備
が
始
ま
る
２
０
２
４
年

の
制
度
・
報
酬
改
革
に
お
け
る
、
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
に
関
す
る
展
望
や
政
策
提
言

な
ど
ご
意
見
を
う
か
が
え
ま
す
か
。

長　

２
０
２
４
年
改
定
に
つ
い
て
は
、
い

さ
さ
か
予
測
が
つ
き
づ
ら
い
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
す
が
、
地
ケ
ア
に
関
し
て
は
、
制

度
は
あ
る
程
度
完
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
の

か
な
と
い
う
気
は
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し

コ
ロ
ナ
に
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
協
会
も
要
望
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
な
ん
ら
か
の
要
件
を
入
れ

て
い
く
と
か
、
コ
ロ
ナ
後
遺
症
の
患
者
さ

ん
受
け
入
れ
を
も
う
少
し
積
極
的
に
進

め
る
な
ど
、「
コ
ロ
ナ
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
は
必
ず
入
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
あ

と
は
細
か
い
要
件
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば

自
宅
か
ら
直
接
入
院
す
る
数
を
増
や
す

で
あ
る
と
か
、
そ
う
い
う
変
化
は
若
干
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
き
な
と
こ
ろ

で
は
概
ね
整
理
は
つ
い
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

一
方
で
、
医
療
従
事
者
の
み
な
さ
ん
に

向
け
て
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
今
ま
で

一
般
急
性
期
病
棟
だ
け
が
、「
救
急
で
急

性
期
」
と
い
う
感
覚
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
が

準
急
性
期
を
担
う
と
い
う
よ
う
に
、
イ

メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
実
際
に
地
ケ
ア
を
運
営
さ
れ
て
い
る

病
院
の
方
に
お
話
を
聞
い
て
も
、
急
性
期

医
療
の
一
病
棟
の
よ
う
な
感
覚
で
運
営
さ

れ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
ね
。

■
我
が
国
の
高
齢
化
の
ピ
ー
ク
と
な
る

２
０
４
０
年
に
向
け
て
の
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
の
位
置
づ
け
や
、
全
病
床
の
中
で
の

構
成
比
は
ど
の
よ
う
に
変
貌
す
る
と
展
望

さ
れ
ま
す
か
。

長　

地
ケ
ア
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
の
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り
、

急
性
期
も
対
応
で
き
る
し
、
リ
ハ
ビ
リ

や
看
取
り
も
で
き
ま
す
。
２
０
４
０
年

く
ら
い
に
な
っ
て
く
る
と
、
今
ま
で
の

よ
う
な
急
性
期
病
棟
よ
り
、
地
ケ
ア
の

よ
う
な
混
合
的
な
病
棟
の
ほ
う
が
、
よ

り
ニ
ー
ズ
が
高
く
な
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
病
床
と
し
て
は
も
っ
と
増
え
て
も

お
か
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、

当
然
な
が
ら
急
性
期
病
棟
が
メ
イ
ン
の

病
院
が
、
す
べ
て
地
ケ
ア
に
舵
を
切
る

か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
こ
と
も
無
い

で
し
ょ
う
。
地
ケ
ア
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り

つ
つ
も
、
診
療
報
酬
の
点
数
と
い
う
経

済
的
な
点
も
あ
り
ま
す
の
で
。

　

そ
の
上
で
急
性
期
の
医
療
需
要
そ
の
も

の
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
不
必
要
な
救
急
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